
金
滞
古
蹴
志
巻
十
六

小
松
町
人
共
、
同
所
侍
中
或
は
足
趨
共
侍
中
之
家
来
之
名
判
之
還
り

を
添
、
金
滞
侍
中
に
附
属
申
候
。
先
年
与
遠
、
毎
回
数
十
駄
之
儀
に

而
、
馬
数
致
=
不
足
-
候
へ
ば
、
人
足
持
に
震
v
設
候
へ
共
‘
中
立
央
自

民
差
胸
申
儀
難
v
仕
候
故
、
時
節
に
よ
り
宿
方
に
而
一
夜
も
留
申
俄
も

御
座
候
。
毎
日
過
分
之
儀
、
傭
馬
指
支
、
人
足
等
も
指
出
、
以
之
外
難

儀
仕
候
。
然
鹿
炭
目
不
足
有
v
之
国
固
に
而
、
馬
か
た
は
勿
論
.
馬
肝
煎

迄
度
々
共
屋
敷
へ
呼
寄
‘
彼
是
及
=
食
議
-
申
に
付
、
馬
肝
煎
は
宿
役

も
義
支
、
馬
か
た
は
塁
思
議
・
恥
一
候
。
決
之
俄
は
外
之
荷
物
与
述
、

宿
々
に
而
附
下
し
仕
儀
紋
く
だ
け
、
部
俵
よ
り
抜
落
申
に
付
、
四
・
五

百
目
位
之
儀
は
目
立
不
b

申
故
.
宿
々
縫
来
申
儀
御
座
候
。
侍
中
身
上

不
相
臆
過
分
に
停
馬
に
而
茨
箆
v
附
.
商
荷
致
=
減
少
一
宿
方
難
儀
仕
之

上
、
又
候
哉
少
々
目
不
足
有
之
候
へ
ば
、
毎
度
馬
肝
煎
・
馬
か
た
等
呼

寄
、
踊
.
及
議
俄
-
申
候
。
向
後
侍
中
へ
附
寄
申
茨
に
は
.
念
度
宰
領

指
添
不
v
申
候
者
、
馬
有
合
次
第
震
伽
届
二
ん
目
不
足
有
v
之
、
馬
肝
煎

等
呼
来
候
共
、
罷
越
申
間
敷
旨
申
付
置
候
。

一
、
金
津
よ
り
京
都
中
使
所
荷
物
往
来
六
度
、
先
年
よ
り
一
度
に
本

荷
二
駄
・
趨
尻
馬
宣
疋
宛
出
申
候
底
、
近
年
は
一
度
に
五
・
六
駄
或
は

十
駄
程
宛
差
遇
申
候
。
且
又
菜
種
屋
・
太
物
屋
問
屋
等
よ
り
錫
v
登
銀

aw

‘，
v、
会

6

・
0

・
h
e
v

前
回
鈎
馬
守
様

《
￥
左
}

右
は
寛
永
三
年
加
州
郡
奉
行
よ
り
の
言
上
書
也
。
僻
馬
渚
出
し
の
荷

物
、
此
の
頃
に
至
り
て
は
甚
だ
狼
に
相
成
り
、
夫
れ
が
需
め
に
馬
借

難
儀
に
及
び
、
迫
々
減
少
せ
し
事
の
情
貨
を
昏
載
せ
た
る
故

t
.
茜

だ
冗
長
の
書
面
・
な
り
と
い
へ
ど
も
、
欝
涯
の
鏡
昌
勘
考
-
載
v
之。

。
侮
馬
馬
子
偉
信

哨
随
筆
に
去
ふ
。
停
馬
町
馬
貸
何
某
が
内
に
六
兵
衛
と
い
ふ
馬
子

は
.
大
力
に
て
‘
馬
に
米
負
は
せ
て
米
問
屋
杯
へ
烏
る
す
時
は
、
一

俵
の
米
を
片
手
に
て
見
世
へ
投
込
む
ゃ
う
成
る
者
に
て
有
り
し
と
か

や
。
元
秘
年
中
各
鶴
来
よ
り
ほ
え
を
馬
に
負
は
せ
て
、
共
身
は
菅
笠

の
下
は
ほ
う
か
ぶ
り
、
雨
手
た
が
ら
懐
に
入
れ
、
馬
の
口
縄
を
ぽ
帯

に
は
さ
み
、
屑
で
風
切
っ
て
来
る
。
折
ふ
し
三
十
歳
許
の
侍
‘
初
織

た
ち
付
鷲
た
る
が
、
ふ
と
ざ
し
の
足
袋
陀
足
駄
は
き
、
傘
を
持
ち
て

行
建
ひ
ざ
ま
に
、
ほ
え
に
て
傘
損
じ
け
り
。
侍
立
蹄
り
し
か
り
け
れ

ば
、
六
兵
街
が
馬
に
か
ま
う

τ貰
ひ
ま
す
ま
い
と
い
う
て
、
よ
り
向

き
も
せ
4
7
身
を
振
っ
て
行
〈
。
侍
傘
を
す
ぽ
め
、
傘
に
て
六
兵
衛
が

菅
笠
の
上
を
し
た
L

か
打
ち
て
笠
を
打
訟
と
す
。
六
兵
衛
己
が
非
道

を
忘
れ
、
大
き
に
腹
を
立
て
、
治
れ
が
あ
た
ま
を
た
h

い
た
左
。
い

金
滞
宵
賦
志
巻
十
占
ハ

O 

之
荷
物
に
、
侍
中
之
指
札
に
而
停
馬
に
設
し
罷
遇
候
由
御
座
候
。
依
v

之
先
年
よ
り
有
来
候
骨
伊
登
銀
之
荷
物
、
近
年
霊
駄
も
無
v
之
、
共
上
僻

馬
に
御
定
の
貫
目
よ
り
以
之
外
震
荷
附
出
し
‘
馬
持
共
殊
の
外
致
=
迷

惑
-
候
閥
、
中
使
荷
物
等
向
後
置
荷
附
出
不
v
申
、
骨
伊
登
銀
に
侍
中
の
差

札
不
v
仕
様
、
念
度
被
品
仰
一
渡
-
可
v
被
v
下
候
。
此
上
霊
荷
或
は
篤
v
登
銀
‘

侍
中
の
指
札
仕
罷
通
候
ぽ
、
僻
馬
に
而
は
附
遇
不
ν

申
様
申
渡
置
候
。

一
、
能
州
・
越
中
よ
り
、
盤
鮪
・
堕
鱈
等
侍
中
へ
取
寄
申
候
底
、
身
上

柄
よ
り
は
過
分
之
駄
数
差
寄
・
申
人
々
も
有
v
之
候
。
ι
日制約
ι
儀
馬
借
ど

も
及
=
難
儀
-
申
候
。
是
等
之
品
も
先
年
与
は
遼
ひ
、
近
年
過
分
に
成
申

候
。
向
後
侍
中
取
寄
申
儀
に
候
は
宮
、
念
度
宰
領
指
添
候
様
仕
度
候
。

無
v
左
、
議
宿
等
よ
り
指
札
迄
に
而
附
越
申
分
は
‘
商
荷
駄
賃
銭
a
諦

取
-
可
v
申
候
。
宰
領
に
も
、
町
人
或
は
紛
敷
疑
敷
物
は
、
治
ろ
し
置
及
v

断
候
様
申
渡
、
末
々
と
く
と
震
=
承
合
-
附
属
可
v
申
候
。

一
、
能
美
郡
・
石
川
郡
山
方
陀
而
出
来
之
た
ぽ
と
‘
鶴
来
村
等
よ
り

附
越
候
儀
も
、
右
同
様
御
座
候
。
此
外
右
に
准
じ
申
品
々
有
v
之
、
疑

致
荷
物
之
分
‘
是
又
宿
々
に
指
置
及
v
断
候
様
申
渡
置
候
。
以
上
。

庚
午
二
月
晦

平

太

永

原

b
T
左
衛
門

岡

田

一

で
物
見
せ
ん
と
、
腕
ま
く
り
し
て
飛
ん
で
懸
る
を
.
共
値
引
鵠
け
、

目
よ
り
高
〈
指
上
げ
て
、
町
屋
の
切
石
の
上
へ
し
た
L
か
に
投
付
け

a
h

る
。
六
兵
衛
起
上
り
、
大
き
に
怒
り
、
島
の
れ
投
げ
た
か
、
猫
以
て

堪
忍
せ
ね
と
て
‘
大
は
だ
ぬ
ぎ
飛
懸
ら
ん
と
す
る
時
、
町
人
共
折
合

ひ

τ、
先
づ
六
兵
衡
を
と
ど
め
け
る
が
、
あ
た
た
へ
恥
し
付
け
、
堪

忍
せ
ぬ
と
も
み
合
ふ
。
侍
は
初
め
よ
り
足
駄
は
き
な
が
ら
、
向
う
の
見

世
際
に
立
ち
て
、
各
e
h
か
ま
ひ
た
さ
る
た
。
あ
い
つ
ゃ
う
成
る
者

め
を
此
の
世
に
生
か
し
て
置
く
は
.
人
の
じ
ゃ
ま
に
成
る
。
刀
・
協
義

も
い
ら
ば
と
そ
、
ふ
み
殺
し
て
と
ら
せ
ん
宇
る
と
、
中
々
さ
は
ぐ
け

し
き
も
左
〈
、
ゐ
し
し
づ
ま
り
た
る
斡
.
見
る
人
肝
を
け
す
。
か
く

て
は
行
末
如
何
と
、
近
所
の
肝
煎
・
奥
合
頭
、
共
の
外
名
有
る
町
人

共
袴
を
滞
し
罷
出
で
、
申
わ
け
を
た
し
け
れ
ば
‘
此
上
は
と
て
蹄
ら

れ
し
は
猶
臭
深
し
。
此
侍
は
越
前
浪
人
に
て
、
居
合
太
万
・
和
儀
等
の

伝
子
し
が
.
荻
原
義
盛
ん
の
時
節
ゆ
ゑ
に
、
暴
露
し
て

奉
公
望
み
の
人
に
て
有
り
し
と
か
や
。
・
問
中
停
右
衛
門
共
頃
寺
町
漣

に
宿
あ
り
し
ゅ
ゑ
に
、
行
逢
う
て
此
芝
居
を
見
た
り
と
語
る
。
強
ち

に
逮
弱
を
凌
ぐ
者
は
勇
に
非
宇
。
人
の
窮
す
る
に
乗
宇
る
も
の
は
仁

に
非
宇
。
家
を
減
し
嗣
を
絶
つ
者
は
孝
友
ら
・
宇
。
動
く
に
令
名
な
き

..a-
J、




